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平 成２８年１２月 定 例 会

代 表 質 問 通 告 書 一 覧 （ １２月８日 ）

答弁を求める
質 問 者 名 質 問 項 目 及 び 質 問 の 要 旨

理 事 者

１ 砂防指定地台帳等の整備の進捗状況等について 県土マネジメント

部 長

（１）砂防指定地の面積について、国土交通省に報告している

値と奈良新聞社等の報道機関に情報提供している値の差は

何か。

（９番）

川田 裕 （２）平成２７年１月に国土交通省から奈良県県土マネジメン

(日本維新の ト部長あて発出された通知「砂防指定地の現状の把握等に

会) ついて」の内容の履行はなぜ怠っていたのか。

（３）平成２７年１月以降に解除や見直しを行った砂防指定地

は何箇所あるのか。

（４）法律により整備が義務付けられている砂防指定地台帳及

びその附図の整備に関する平成２８年９月以降における進

捗状況を伺いたい。

（５）砂防指定地台帳の未記入欄の数が全体に占める割合を伺

いたい。

（６）砂防指定地台帳に不備があるために国民生活上の不利益

が生じていると考えるが、これに対する県の認識について

伺いたい。

２ 急傾斜地崩壊対策事業に係る受益者負担金について 県土マネジメント

部 長

（１）急傾斜地法により制定が義務付けられた条例案提出を行

わないのはなぜか。

（２）地方財政法第２７条により市町村負担を求めているのは

なぜか。
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答弁を求める
質 問 者 名 質 問 項 目 及 び 質 問 の 要 旨

理 事 者

（９番） ３ 生駒市高山町地内の違法盛土行為地が起因した護岸工事に 県土マネジメント

川田 裕 税金を投入することの疑義について 部 長

(日本維新の

会) （１）斜面安定解析における調査結果において、「盛土が斜面

安定度を低下させた原因となっており、その後台風１８号

の豪雨で崩壊に至ったという推定を計算で裏付けることが

できた」と記載されていたが、１０月の決算委員会で、河

川洗掘の可能性を否定できず、護岸崩壊の原因を特定する

ことができなかったとの答弁があり、３番目の調査につい

ては、「富雄川 防災・安全社会資本整備交付金事業」で

行われていた。それならば、何故、工事は交付金事業で行

われなかったのか。

（２）生駒市西松ヶ丘地内における違法盛土行為地の是正工事

の手続きの検討に当たって、生駒市高山町地内における事

例を引き合いに、県土マネジメント部職員が「行為者自身

が是正工事をするはずがないから、公共事業で是正工事を

してしまおう。」「護岸が崩壊して無理やり河川が閉塞す

ることにする。」「腹を括って公共工事で是正しよう。」

「違法行為案件は握りつぶすことができる。」などといっ

た発言があったことは事実であるのか。

４ 公務員給与引上げの適否について 人事委員会

委 員 長

（１）今回の人事委員会の給与引上勧告では、奈良県職員の平

均給与月額はいくらになるのか。

（２）人事委員会の給与引上げ勧告の策定における調査では、

民間企業の調査以外に、税率との格差、地方税収入額と人

件費格差、標準財政規模に対する人件費率及びその他の格

差についての調査を行っていると考えるが、その内容の詳

細について伺いたい。

（３）本年２月議会における代表質問以降に検討または改正さ

れた調査研究の内容について伺いたい。



- 3 -

答弁を求める
質 問 者 名 質 問 項 目 及 び 質 問 の 要 旨

理 事 者

１ 市町村財政の健全化について 知 事

市町村財政の健全化のためには、市町村自らが主体とな

ってその取組を進めていくことが重要であるが、県の支援

や役割も必要であると考える。市町村財政の健全化につい

（１２番） て知事の所見を伺いたい。

藤野 良次

(民進党) ２ 奈良県中央卸売市場の将来構想について 知 事

現在検討を進められている将来ビジョンを踏まえ、どの

ような中央卸売市場を目指そうとしているのか、所見を伺

いたい。

３ 産学官連携について 知 事

「奈良県産業振興総合センター中期研究開発方針」で進

めている研究について、産学官連携による取組の現状と今

後の方向性について伺いたい。

４ 働き方改革の取組について 知 事

県内の雇用情勢、労働環境の実態を踏まえ、働き方改革

の取組について知事の所見を伺いたい。

５ 教育問題について

（１）「奈良県教育振興大綱」に基づき、義務教育及び高等学 知 事

校教育や、その他本県の課題に応じた教育の充実に向け、

どのように取組を進めるのか。また、特に、来年度に向け

た義務教育や高等学校教育の取組について、知事の所見を

伺いたい。

（２）学力向上に向けて、学習への姿勢も含め、学習意欲の向 教 育 長

上を目指す取組について、現状と今後の方向性について伺

いたい。

６ 県立高校再編跡地等の活用について 【 要 望 】
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答弁を求める
質 問 者 名 質 問 項 目 及 び 質 問 の 要 旨

理 事 者

１ ＩoＴの産業への活用について 知 事

奈良県の産業を発展させるためには、ＩoＴの活用が必

要不可欠であると考えるが、県はＩoＴの産業への活用に

ついてどのように取り組んでいるのか。また、今後ＩoＴ

（４番） の活用を県内産業にどのように広げていくのか。

山中 益敏

(公明党) ２ ひきこもり支援について 知 事

ひきこもり状態にある本人やその家族に対して、これま

で県が行ってきた支援はどのような効果があったのか。ま

た、ひきこもり支援の目標は就労などの社会復帰であると

考えるが、目標に向かって今後どのように取り組んでいく

のか。

３ ドクターヘリの導入について 知 事

平成２８年度中の奈良県独自のドクターヘリ導入に向

け、運航体制の構築や消防機関との連携訓練などの準備の

状況はどうなっているのか。また、ドクターヘリが県立医

科大学附属病院へ患者を直接搬送するため、県立医科大学

附属病院施設の屋上にヘリポートを設置すると聞いている

が、現在の進捗状況について伺いたい。

４ 下水道施設の管理及び運営について 知 事

（１）下水道事業は着手後４０年を越え、施設の老朽化も進行

しており、不慮の事故のリスクも増大していると考える。

ひとたび事故が起これば県民生活に多大な支障を与えるた

め、老朽化対策は着実に行う必要があると考えるが、県は

どのように取り組んでいこうとしているのか。

（２）今後、人口の減少などに伴い、経営環境は厳しくなって

いくことが想定されるが、その中でも持続的に下水道事業

を運営できるよう、県はどのように取り組んでいくのか。
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答弁を求める
質 問 者 名 質 問 項 目 及 び 質 問 の 要 旨

理 事 者

（４番） ５ 多言語観光案内の展開について 知 事

山中 益敏

(公明党) 奈良に来られた外国人観光客に向けた多言語観光案内に

ついて、県としてどのように取り組んでいくのか。


